
 
 
 狭山市立入間川東小学校 

    ほ け ん し つ 

令和 ２年１０月１０日 

◇９～１０月の感染症◇ 

水痘（みずぼうそう）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、アタマジラミの連絡がありました。アタマジ

ラミについては、裏面の資料を参考にしていただき、ご家庭で頭髪のチェックをよろしくお願いします。 

 

家庭数 

保護者の方へ 

  

 

学年 検査人員 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
めがね
使用

1 112 91 14 3 2 2

2 126 101 6 13 5 1

3 104 75 11 10 4 4

4 97 69 2 15 5 6

5 98 65 9 8 5 11

6 93 47 8 15 15 8

全校 630 448 50 64 36 32
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か ん せ ん

のほか、アレルギー

でなることもあります。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ アタマジラミについて ◇ 

  衛生面で気をつけていても、集団生活の 

  場では、いつでも誰にでも感染の機会があります。 

 ぜひ、ご家庭で健康チェックの一つとして頭ジラミ 

についてもご注意ください。 

 
季節を問わず、１年を通し

て全国で発生がみられます。 

 

アタマジラミとは？ 

・卵は髪の毛に産み付ける。約０．５ｍｍの楕円形で、 

色は少し透けた艶のある白色。ヘアーキャストといわ 

れるフケの一種と見分けがつきにくい。卵の場合は、 

セメント様物質で毛にしっかりと産み付けられてい 

るので、引っかかる感じがある。主に耳の後ろや後頭部 

あたりに見つかることが多い。 

 

 

                           

・幼虫、成虫とも吸血する。成虫の大きさは約２～３ｍｍで、    

髪の毛の間をかなり早く動き逃げる。 

                      
 ＜ アタマジラミの生活史 > 

卵 

約７日 

幼虫 

約１０日 

成虫 

約１カ月 

                 ＊成虫は 1 日 3～9 個、一生で 50～150 個の卵を産みます 

 
《写真：東京都福祉保健局アタマジラミ読本 引用》 

 

頭髪の直接接触または物を介してうつります。学校以外でも、お稽古事やプール、スポーツクラブ

などでの感染もあります。ロッカーの中や床からうつることもあります。バスや電車等のソファを介して

うつることもあります。 

 

見つかったとき 

・医師や薬剤師に相談し駆除する。 

・毎日シャンプーでていねいに洗髪する。 

・目の細かいくしやブラシで髪をよくす

く。 

・髪はなるべく短めにする。 

・枕カバー、シーツ、衣類などは毎日とり

かえて洗濯し、清潔にする。 

予防するために 

・洗髪を十分に行う。 

・帽子、くしなどの貸し借りはしない。 

・お子さんの髪の毛を時々観察する。 

明るいところで、髪の毛を下から上へかき 

あげるようにして、髪全体を見てください。 



 
 
 
 
 
 
 


